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北本市の現状（令和４.４.１現在）

・総人口：６５，７９８人

・高齢者人口：２１，33０人

・高齢化率：３２．４％

日本５大桜 蒲ザクラ



～地域のみんなが支え合い、ひとりひとりが生

きがいを持った人生を送り、楽しみながら地域

をともに作っていくことのできる社会～

北本市社会福祉協議会が目指す社会

地域共生社会



社協とは、民間の社会福祉法人です。

全国の都道府県及び市区町村に設置され
てます。

地域が抱えているさまざまな福祉問題を
みんなで考え、話し合い、協力して解決す
ることを目的としています。



つまり社協は、地域に暮らす皆様のほか、

民生委員・児童委員、社会福祉施設・社会

福祉法人等の社会福祉関係者、保健・医

療・教育など関係機関の参加・協力のもと、

地域の人々が住み慣れたまちで安心して

生活することのできる「福祉のまちづくり」

をめざした様々な活動を行う団体。



誰もがいつまでも住み続けられるように

多くの団体・個人・民間企業などと連携して

社会課題の解決を図ってい

ます！！



一人でも多くの住民を巻き込み、

住民たちがアイディアを出し合い

住民たちの手で実行する

住民たちが探りあて

その中から最善と思う解決策を

までのお手伝いをするのが我々の仕事です。

まちの問題は まちに暮らす人たちが

する。



① 活動に対する全体的な相談

② 活動場所の確保

③ 食料・備品の確保

④ 補助金・助成金の案内

⑤ ボランティアの派遣・調整

⑥ 広報周知

⑦ 企業との連携

活動をしたい人や団体を支援する

社協は黒子



活動のきっかけ



③生活福祉資金 コロナ特例

②前向きな活動者や団体との連携

①新型コロナウイルス感染症による活動自粛

貧困 格差食品ロス

環境破壊 子ども達の未
来

SDGs

令和２年３月以降、講座やイベン
ト・会議などもすべて中止

フードパントリー お外でサロン お弁当配布

令
和
２
年
度



例

母子家庭
母親 ３６歳

長女 １０歳
長男 ５歳

世帯収入 月額１５万

コロナで仕事
が減小

月収 ８万円に・・



個別の支援から

地域課題の発見

課題解決のための
地域づくり



１）きたもとYASAI応援隊の創設 （Ｒ2.8月）

２）埼玉県こどもの居場所づくりセミナーの開催 （Ｒ2.11月）

３）ＳＨＡＫＹＯフードドライブの実施 （Ｒ2.11月）

４）フードバンク埼玉との連携
北本市総合福祉センター（社協）が拠点施設に （Ｒ2.12月）

５）こども食堂担い手養成講座「こども食堂つくっちゃお！」
の開催 （全５回 Ｒ2.12月～Ｒ3.6月）

令
和
２
年
度
実
施



令
和
３
年
度
実
施



７）きたもと、つながるフードパントリーの立ち上げ （R3.4月）

１０）コープみらいとの連携

コープみらい北本店フードドライブの食料を北本社協へ（R3.5月）

８）こども応援未来基金の立ち上げ （R3.4月）

６）ドミノピザ地域支援企画 「福ピザ」の実施（R3.4月）令
和
３
年
度
実
施 ９）地域でつくろう！こどもの居場所

子どもの居場所づくりセミナー の開催 （R3.4月）



１４）クリスマス大作戦
ひとり親世帯にクリスマスケーキをお渡し！（R3.12月）

令
和
３
年
度
実
施

１３）こども応援ネットワーク会議「きたもとBASE]の立ち上げ
（Ｒ3.9月）

１２）夏休み おたすけ弁当の実施 （Ｒ3.8月）

１１）SARAちゃん食堂の立ち上げ支援 （Ｒ3.7月）



令和4年度の活動

・こどもの居場所づくりセミナー（R4.4.27）

・こどものためのお金のハナシ（R4.5.14）

・フードドライブの開催（北本市役所庁舎）
（R4.5.30・31 R4.9.12・13予定）

・担い手養成講座の開催（R4.6.22・29、7.9）

・夏休み・カレー大作戦（7月、8月）

・夏休み★お助け弁当（R4.8.24・31）

・北本市親子交流フェスへの参加（R4.9.23）

・クリスマス大作戦 （12月予定）
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こども応援未来基金

平成３０年度の国民生活基礎調査によると我が国の子どもの貧困率は１４．
０パーセントとなり、生活困窮世帯の増加またはそれに伴う子どもへの貧困の
連鎖は深刻な状況です。
世帯類型別では、母子家庭など大人１人で子どもを育てる世帯の貧困率は5

０％近くに上り、生活が苦しい一人親世帯の実態が伺えます。
そして、「学生服や教材が購入できない」「進学したいが諦めた」「学校の授
業に付いていけず塾にも通えない」というニーズが当市でも顕在化しています。
しかしながら、具体的な資金支援は社会制度の中にはなく、さらにコロナ禍

で経済状況が悪化し、支援を必要とする家庭も増加しています。
ひとりでも多くの子どもが自分の夢・希望を諦めず、将来に向かい健やかに

成長することを支援するため、本基金を設置し、基金への寄付金は下記の目的
に掲げる事業財源とします。
寄付は金額の多寡に関わらずお受けしますので、是非とも、本基金の趣旨に

ついてご理解いただき温かい支援を賜りますようお願い申し上げます。

目的：子ども食堂・フードパントリー・学習支援などの経費
：生活困窮世帯の子どもが自立するために必要な経費
（例通学費用・教材費・制服代等）

4,179,218円 （令和５年11月３0日現在）



きたもとBASE
子ども食堂、フード場パントリー等

を行っている団体１5団体

・北本市社協 地域福祉グループ

・北本市 共生福祉課
子育て支援課
人権推進課

活動内容、課題の共有、スケジュールの共
有、顔の見える関係性を構築し、今後の
ネットワークを強化することを目的とする。



きたもとBASEメンバー

NPO法人ワーカーズコレクティブてとて
NPO法人 北本学童保育の会 うさぎっこクラブ
育児サポーターくりりん
北本市更生保護女性会
北本市婦人会
フードパントリー北本東
社協西部支部
社協公団地域支部
街活性室株式会社

壽命院
木のおもちゃと福祉用具のわかば
料理サークルすまいる北本
Kodomoサードプレイスにじいろ
子ども食堂フィーカ
なかにわスーク～ルゥ
北本市社会福祉協議会
北本市共生福祉課、子育て支援課、
人権推進課



令和５年 11月現在

・子ども食堂 6か所
(毎月実施5か所）

・フードパントリー 9か所
(毎月実施5か所）

・学習支援 6か所



地域のちから



運転ボランティア



YASAI応援隊 農家さんから野菜の寄付



コープみらい フードドライブ



郵便局 フードドライブポスト



グリコ 北本工場

明治安田生命



きたもとＢＡＳＥ

の活動内容











ご清聴ありがとうございま
した


